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ように地下水揚水量12)の減少等が影響しているもの

と考えられる。 

 

6. まとめ 

 野川上流域における観測水文データを用いて1975

～2020年の長期流出特性を解析した。 

解析に際しては1時間単位の降雨流出に対応する長

期流出モデルとして、タンク構造に制約を設けた多

段タンクモデルを構築した。 

 解析の結果、1980年以前の流量は生活雑排水の影

響が大きいことや2008年以降は流量が増加傾向にあ

るものと判断された。流量が増加した時期は瀬切れ

対策の取り組み時期と整合しており、瀬切れ対策の

取り組みが有用であると考えられた。 
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3. 渋谷川・古川、目黒川、吞川の河谷底地盤

Ground Condition of the Valley Deposit at Shibuyagawa・Furukawa, Megurogawa and Nomikawa rivers

技術支援課 名兒耶 薫、〇中山 俊雄

1. はじめに

河川部が進める中小河川改修整備事業の基礎資料と

して、河谷底の地盤の検討を進めている。令和 3 年度

は、渋谷川・古川、目黒川、吞川沿いの河谷底地盤を対

象地域として取り上げた。

調査の方法は、前年度と同様に、地盤情報システム

を利用し、河川沿いのボーリングデータから地質断面

図を作成し、河谷底の地盤特性をまとめた。

なお、本調査は河川部調整会議調査開発テーマ「河

川別地質・地盤図作成とデータべース化」の一環とし

て行ったものである。

2. 渋谷川・古川、目黒川、吞川の概要

渋谷川は、渋谷区内の宮益橋から天現寺橋間の2.6km

の区間で、港区内の天現寺橋から河口間の 4.4km の区

間は古川と呼ばれている。渋谷区宮益橋の上流域と支

川は、すべて暗渠構造で下水道化されており、渋谷区

稲荷橋の下流から開水路となり、JR浜松町付近で東京

湾に注いでいる。

目黒川は、支流の北沢川と烏山川が世田谷区三宿の

東仲橋付近で合流する地点からの下流域である。目黒

川は南東へ流れ、途中で蛇崩川を合流し、品川区の天

王洲アイル駅付近で東京湾に注いでいる。これら支流

はいずれも暗渠化されており、国道 246 号の大橋下流

から開渠となる。

吞川は、世田谷区桜新町付近を水源とし南東へ流れ、

都立大学駅付近で柿の木坂支流と駒沢支流を、大岡山

の東京工業大学付近で九品仏川を合流し、大田区石川

町、久が原、池上、蒲田、糀谷を経て東京湾に注いでい

る。これら各支流はいずれも暗渠化されており、大岡

山（工大橋）下流から開渠になっている。

河道流路の変曲部を境界にして、各河川を複数の区

間に分けた（図-1、2）。

3. 河谷底の地盤

(1) 渋谷川・古川河谷底の地盤

ここでは、開渠部である稲荷橋下流の渋谷川・古

川の河谷底の地盤を対象とする。

図－1 渋谷川・古川と目黒川

図－2 呑川

淀橋台

淀橋台

目黒台
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1) 地形

渋谷川・古川は、淀橋台地の中を流れる河川である。

河川流路は稲荷橋から渋谷橋までは南東方向に流れ、

渋谷橋からは東流し、港区の古川橋から赤羽橋にかけ

て流路は S 字状に大きく曲流している。河道の屈曲部

を目安に、流路を 5つの区間（S1～S5）に分けた。

河谷幅は区間 S1の稲荷橋付近では約 250ｍであるが、

下流に向かって広がり、区間 S3～S4では 750ｍになる。

区間 S5では、再び川幅 500ｍになる。土地条件図 1）に

よると、区間 S3 の右岸域に、最大幅約 370m の中位段

丘面が分布することが示されている。

2) 地質

各区間の地質断面図を示す（図‐3）。

① 区間 S1（稲荷橋～渋谷橋）

この区間の地盤は、下位より上位に N値 50を超える

砂層・泥岩、礫層、砂層、N値 0～3の泥層と表層から

構成される。

渋谷橋付近で渋谷川を横断する駒沢通り沿いの地質

断面を示す（図-4）。この地質断面図では、谷底の礫層

は下末吉面を構成している地盤の礫層（東京礫層）と

連続していることを示唆している。このことから、河

谷底地盤にみられる礫層は東京礫層と判定した。この

礫層を基準にして、各地層はそれぞれ、下位から上位

に上総層群、東京礫層、東京層、沖積層に対比した。沖

積層の層厚は 3～9ｍである。

② 区間 S2（渋谷橋～天現寺橋）

この区間の地盤は下位より泥岩、礫層、泥・砂・腐植

土層からなる。それぞれ上総層、東京礫層、沖積層に相

当する。沖積層の厚さは 0～5ｍである（0ｍとあるのは

渋谷川の河床部で、沖積層が削剥されたことによると

判定した）。

③ 区間 S3（天現寺橋～古川橋）

この区間の地盤を、地層の重なりから 4 つのタイプ

に区分した。このうち断面中央（恵比寿 1～2丁目）の、

沖積層の下位に分布する礫層は、下流に分布する東京

礫層との標高差が 5ｍ以上もあること、中位段丘面に

位置することから、中位段丘礫層とした。

この区間の地盤は、中位段丘礫層が分布する地区と

分布しない地盤タイプに区分され、上総層も砂層が卓

越する所と、そうでない所に分けられる。

図－3 渋谷川・古川地質断面図

図－4 駒沢通り渋谷橋付近の地質断面図

④ 区間 S4（古川橋から一の橋）

この区間では、沖積層の下位に層厚 5ｍ前後の礫層

が分布するところと層厚 1～2m の礫層が分布するとこ

ろがある。前者は中位段丘礫層であり、後者は沖積層

の基底礫とした。この区間での沖積層の層厚は 4～11

ｍで、下流に向けて沖積層の層厚が厚くなる。

⑤ 区間 S5（一の橋～芝公園）

この区間では 2 つの地盤型がみられる。一つはこの

区間の上流域で、沖積層下位に層厚 6ｍ前後の砂層と

その下位に（深度 10ｍ：標高 15ｍ付近）に層厚 3ｍ前

後の礫層が分布する地盤型である。砂層は東京層、礫

層は東京礫層とした。次に、この下流から河谷の出口

にあたる芝公園までは、基底に礫層を伴う沖積層と上

総層からなる地盤になる。ここでは沖積層の層厚は 11

～18ｍと厚くなっている。

(2) 目黒川河谷底の地盤

1) 地形

目黒川の左岸には下末吉面の、右岸地には武蔵野面

の台地が分布する。大橋下流を 4 つの区間（M1～M4）

に分けた。河道幅は区間 M1では約 500m、区間 M2から

M4 までは 750ｍ、河口部の居木橋付近ではやや狭く、

500ｍである。

2) 地質

各区間の地質断面図を図-5に示す。

① 区間 M1（大橋～東横線中目黒）

この区間の地盤は、下位より N値 50を超える砂層・

泥岩、砂・礫層、礫層、泥層、腐植土、表土層から構成

される。

大橋付近で目黒川を横断する測線（東山三丁目から

青葉台三丁目）の地質断面図を図-6に示す。この地質

断面では、河谷底にみられる礫層は下末吉面を構成し

ている礫層と高度的に連続していることから東京礫層

と判定した。この区間の地層は下位から上総層、東京

礫層、沖積層と判定した。沖積層の層厚は 3～11mであ

る。

② 区間 M2（東横線中目黒～目黒通り目黒新橋）

区間M2の地盤は、基本的に区間M1と同じであるが、

一部で腐植土が分布しない所がある、沖積層の厚さは

5～7ｍである。

③ 区間 M3（目黒通り目黒新橋～高速 2号線谷山橋）

この区間 M3 の地盤は、区間 M2 の地盤とほぼ同様であ

るが、沖積層の腐植土が分布しない所、上総層に泥層

でなく砂層分布する所が特徴である。沖積層の厚さは

図-5 目黒川地質断面図

図-6 大橋付近での河川横断地質断面図
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7～8mである。

④ 区間 M4（目黒通り目黒新橋～高速 2号線谷山橋）

区間 M4 の地盤は、この区間の上流側では区間 M3 の

地盤と共通するが、中央付近で礫層の層厚が 2～3ｍか

ら 1m前後に急に薄くなり、同時に上位の沖積層の層厚

も 7ｍから 10～17ｍに厚くなる。前者を東京礫層、後

者を沖積層の基底礫とし、2 つの地盤タイプに区分し

た。

(3) 吞川河谷底の地盤

1) 地形

大岡山工大橋から下流の吞川は、左岸に下末吉面の

荏原台、右岸は武蔵野面の久が原台の間を流下してい

る。工大橋から下流の池上通り交差部前までの区間を

4区間（N1～N4）に分けた。

河道幅は区間 N1では 300～250ｍ、区間 N2では 250

ｍであるが、区間 N3に入ると洗足池からの支流が合流

し 750～1000ｍと広がり、区間 N4 の 750m に引き継が

れる。

2) 地質

区間 N1～N4の地質断面図を図-7に示す。

① 区間 N1（工大橋～池上線交差部）

この区間では、下位から上位に泥岩、礫、泥、腐植

土、表土が分布している。工大橋を通り、東急池上線に

平行する河川横断地質断面図を図-8に示す。この地質

断面図からは河谷底地盤に見みられる礫は下末吉台地

の地下に分布する礫層（東京礫層）と高度的に等しい

ことから東京礫層と判定し、これを基準に地層区分を

行った。

この区間の中央から下流には東京礫層より一段低い

位置に層厚 4ｍ前後の礫層が分布する。この礫層を舎

人層中の城北砂礫層とした。

沖積層の厚さは 1～3ｍ程度である。

② 区間 N2（池上線～横須賀線交差）

この区間では上流部と下流部の区間で地盤タイプが

異なる。上流側では、区間 N1に続く地盤タイプである

が、下流側では礫層が 2 層現れる。下位の礫層を城北

砂礫層、上位の礫層を東京礫層とした。この区間の沖

積層の層厚は 3～7ｍである。

③ 区間 N3（横須賀線から細に京浜国道交差）

この区間の地盤は区間 N2 の下流部の地盤と同様で

あるが、東京礫層・城北礫層の出現深度が深くなる傾

向がみられる。

沖積層の層厚は 6～11ｍと下流に向かって層厚が厚

くなる。

図－7 呑川地質断面図

図－8 工大橋付近の河川横断地質断面図

④ 区間 N4（第二京浜国道～池上通り交差部）

この区間では、区間 N3で見られた東京礫層・舎人層

が見られなくなり、上総層の上位に直接沖積層が分布

する所と砂層が卓越する所に区分される。この砂層は

分布深度が浅いことと N 値が 20～50 と大きいことか

ら東京層と判定した。沖積層の層厚は 12～13m である

が、池上通り付近の東京層上位の沖積層厚は 3ｍ程度

である。

沖積層が厚く分布する所では、上位に層厚 5ｍ前後、

N 値 0 前後の砂層が分布している。この砂層はその分

布域からみて河谷前面に拡がる砂州の堆積物と考えら

れる。

4. まとめ

山の手南部の渋谷川・古川、目黒川、吞川の 3 河川

の河谷底地盤の検討を行った。

各河川ついて、河川流路の変曲点を境として、複数

の区間に分割し地質断面図を作成した。次に各地質断

面図から地盤タイプに分類した（表‐1）。

各河川とも軟弱層である沖積層の下位には礫層が分

布している。この礫層は、周囲の台地の地層構成から

東京礫層であると判定した。東京礫層の下位には渋谷

川・古川、目黒川では上総層の泥岩層が分布するが、吞

川では砂・礫層からなる舎人層が分布する。また、古川

の谷幅が 750ｍと広い区間には、中位段丘が分布する

ことが明らかになった。各河川での河谷底地盤は全体

としては共通する特徴を有するが、局所的には地盤構

成が微妙に異なることが明らかになった。

谷幅（m） 750 500

沖積層厚(m)

地盤タイプ M21 M22 M41 M42

腐植土 腐植土

礫　

東京層

東京礫層 砂・礫 礫　 礫　 　

舎人層

上総層群 泥岩 砂層 砂層 泥岩

7～17

M1 M3

表土 表土 表土 表土

沖積層

谷山橋～居木橋
目黒川

目黒新橋～谷山橋

区間 M3 区間　M4区間 M1 区間 M2

大橋～中目黒 中目黒～目黒新橋

500 750 750

3～11 5～7 7～8

泥岩

泥

泥岩

腐植土

泥

礫　 礫　 礫　

泥泥

砂・礫 礫　

谷幅（m） 300 250 1000 750
沖積層厚(m) 6 11 3

地盤タイプ N11 N12 N21 N22 N31 N32 N41 N42 N43

泥 腐植土 腐植土 腐植土 砂 泥

東京層 砂

東京礫層 礫 礫

舎人層

上総層群

12～13

表土

250 750

吞川

泥岩

第二京浜国道～池上通

区間 N4

礫 砂・礫

横須賀線～第二
京浜国道交差

沖積層

区間 N1 区間 N2 区間 N3
工大橋～池上線

交差
池上線～横須賀

線交差

泥

1～3 3～7

礫 礫

腐植土

泥 泥 泥

表土 表土 表土

谷幅（m）

沖積層厚(m) 4～10 4～11

地盤タイプ S11 S12 S21 S22 S31 S32 S33 S34 S41 S42 S51 S52 S53

表土
表土・２
次ローム

腐植土 腐植土

砂・泥 砂・泥

礫 礫

中位段丘 礫 礫

東京層 礫 砂 砂

東京礫層 　 　

上総層群 砂層 泥岩 砂層 泥岩

稲荷橋～渋谷橋 渋谷橋～天現寺 古川橋～一の橋

礫

３～9 0～5 5～9

砂

礫

礫

表土

500

一の橋～芝公園

泥粘土・２次ローム 粘土・泥炭

天現寺橋～古川橋

11から18

表土 表土

腐植土

古川渋谷川

渋谷川
古川

区間 S5

沖積層

区間 S3 区間 S4区間 S1 区間 S2

250～500 500 500～750 750

泥

腐植土

表土

泥岩 泥岩 泥岩 泥岩

礫

表-1 河川別地盤タイプ
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7～8mである。

④ 区間 M4（目黒通り目黒新橋～高速 2号線谷山橋）

区間 M4 の地盤は、この区間の上流側では区間 M3 の

地盤と共通するが、中央付近で礫層の層厚が 2～3ｍか

ら 1m前後に急に薄くなり、同時に上位の沖積層の層厚

も 7ｍから 10～17ｍに厚くなる。前者を東京礫層、後

者を沖積層の基底礫とし、2 つの地盤タイプに区分し

た。

(3) 吞川河谷底の地盤

1) 地形

大岡山工大橋から下流の吞川は、左岸に下末吉面の

荏原台、右岸は武蔵野面の久が原台の間を流下してい

る。工大橋から下流の池上通り交差部前までの区間を

4区間（N1～N4）に分けた。

河道幅は区間 N1では 300～250ｍ、区間 N2では 250

ｍであるが、区間 N3に入ると洗足池からの支流が合流

し 750～1000ｍと広がり、区間 N4 の 750m に引き継が

れる。

2) 地質

区間 N1～N4の地質断面図を図-7に示す。

① 区間 N1（工大橋～池上線交差部）

この区間では、下位から上位に泥岩、礫、泥、腐植

土、表土が分布している。工大橋を通り、東急池上線に

平行する河川横断地質断面図を図-8に示す。この地質

断面図からは河谷底地盤に見みられる礫は下末吉台地

の地下に分布する礫層（東京礫層）と高度的に等しい

ことから東京礫層と判定し、これを基準に地層区分を

行った。

この区間の中央から下流には東京礫層より一段低い

位置に層厚 4ｍ前後の礫層が分布する。この礫層を舎

人層中の城北砂礫層とした。

沖積層の厚さは 1～3ｍ程度である。

② 区間 N2（池上線～横須賀線交差）

この区間では上流部と下流部の区間で地盤タイプが

異なる。上流側では、区間 N1に続く地盤タイプである

が、下流側では礫層が 2 層現れる。下位の礫層を城北

砂礫層、上位の礫層を東京礫層とした。この区間の沖

積層の層厚は 3～7ｍである。

③ 区間 N3（横須賀線から細に京浜国道交差）

この区間の地盤は区間 N2 の下流部の地盤と同様で

あるが、東京礫層・城北礫層の出現深度が深くなる傾

向がみられる。

沖積層の層厚は 6～11ｍと下流に向かって層厚が厚

くなる。

図－7 呑川地質断面図

図－8 工大橋付近の河川横断地質断面図

④ 区間 N4（第二京浜国道～池上通り交差部）

この区間では、区間 N3で見られた東京礫層・舎人層

が見られなくなり、上総層の上位に直接沖積層が分布

する所と砂層が卓越する所に区分される。この砂層は

分布深度が浅いことと N 値が 20～50 と大きいことか

ら東京層と判定した。沖積層の層厚は 12～13m である

が、池上通り付近の東京層上位の沖積層厚は 3ｍ程度

である。

沖積層が厚く分布する所では、上位に層厚 5ｍ前後、

N 値 0 前後の砂層が分布している。この砂層はその分

布域からみて河谷前面に拡がる砂州の堆積物と考えら

れる。

4. まとめ

山の手南部の渋谷川・古川、目黒川、吞川の 3 河川

の河谷底地盤の検討を行った。

各河川ついて、河川流路の変曲点を境として、複数

の区間に分割し地質断面図を作成した。次に各地質断

面図から地盤タイプに分類した（表‐1）。

各河川とも軟弱層である沖積層の下位には礫層が分

布している。この礫層は、周囲の台地の地層構成から

東京礫層であると判定した。東京礫層の下位には渋谷

川・古川、目黒川では上総層の泥岩層が分布するが、吞

川では砂・礫層からなる舎人層が分布する。また、古川

の谷幅が 750ｍと広い区間には、中位段丘が分布する

ことが明らかになった。各河川での河谷底地盤は全体

としては共通する特徴を有するが、局所的には地盤構

成が微妙に異なることが明らかになった。

谷幅（m） 750 500

沖積層厚(m)

地盤タイプ M21 M22 M41 M42

腐植土 腐植土

礫　

東京層

東京礫層 砂・礫 礫　 礫　 　

舎人層

上総層群 泥岩 砂層 砂層 泥岩

7～17

M1 M3

表土 表土 表土 表土

沖積層

谷山橋～居木橋
目黒川

目黒新橋～谷山橋

区間 M3 区間　M4区間 M1 区間 M2

大橋～中目黒 中目黒～目黒新橋

500 750 750

3～11 5～7 7～8

泥岩

泥

泥岩

腐植土

泥

礫　 礫　 礫　

泥泥

砂・礫 礫　

谷幅（m） 300 250 1000 750
沖積層厚(m) 6 11 3

地盤タイプ N11 N12 N21 N22 N31 N32 N41 N42 N43

泥 腐植土 腐植土 腐植土 砂 泥

東京層 砂

東京礫層 礫 礫

舎人層

上総層群

12～13

表土

250 750

吞川

泥岩

第二京浜国道～池上通

区間 N4

礫 砂・礫

横須賀線～第二
京浜国道交差

沖積層

区間 N1 区間 N2 区間 N3
工大橋～池上線

交差
池上線～横須賀

線交差

泥

1～3 3～7

礫 礫

腐植土

泥 泥 泥

表土 表土 表土

谷幅（m）

沖積層厚(m) 4～10 4～11

地盤タイプ S11 S12 S21 S22 S31 S32 S33 S34 S41 S42 S51 S52 S53

表土
表土・２
次ローム

腐植土 腐植土

砂・泥 砂・泥

礫 礫

中位段丘 礫 礫

東京層 礫 砂 砂

東京礫層 　 　

上総層群 砂層 泥岩 砂層 泥岩

稲荷橋～渋谷橋 渋谷橋～天現寺 古川橋～一の橋

礫

３～9 0～5 5～9

砂

礫

礫

表土

500

一の橋～芝公園

泥粘土・２次ローム 粘土・泥炭

天現寺橋～古川橋

11から18

表土 表土

腐植土

古川渋谷川

渋谷川
古川

区間 S5

沖積層

区間 S3 区間 S4区間 S1 区間 S2

250～500 500 500～750 750

泥

腐植土

表土

泥岩 泥岩 泥岩 泥岩

礫

表-1 河川別地盤タイプ
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4. 東京都区制度下の河川管理体制並びに普通河川の特別区移管の経緯 

 

   The rule under Metropolis Special District Ward System and transfer small rivers  

 from Tokyo Metropolitan Government to Tokyo Special District Ward 

 

 

 技術支援課 ○石原 成幸、高崎 忠勝（現 河川部管理課） 

 

 

1. はじめに 

江戸期から昭和50(1975)年代頃まで、東京には数多

くの水路や河川が存在し、首都東京の都市・経済活

動を支えてきた。しかしながら、昭和39(1964)年の東

京オリンピックを契機とし、また高度経済成長期を

通じた急激な市街化・都市域の拡大が生じた。これ

に対してゴミ回収事業が追い付かず、多くの河川が

ゴミ捨て場と化し、汚水の流入による水質の悪化と

相俟って河川環境は著しく悪化した1)。このため河川

管理者等が地元要望を踏まえた形で、次々と水路・

河川の覆蓋（道路・公園）化や下水道幹線化を進め

た結果、開渠たる河川の機能の消滅が進行した。 

この背景として、東京都の特別区が存する23区内

の河川管理においては、地方自治法（昭和22(1947)

年法律第67号）2)上の特例として都制度下における特

別区制度（以下、都区制度という）注1との関係で、

関係法令が規定する一般的な河川管理体制と異なっ

ているこのことが影響を及ぼしていると考えられる3)。

さらに、東京都内の普通河川の変遷を辿るには、用

語の使い分け（語法）が時代とともに変わってきた

ことを理解しておくことが極めて重要となる。 

このため本論では原則、現行の日本国憲法（昭和 

21(1946)年）第92条の規定に基づき制定された昭和 

22 (1947)年の地方自治法施行以降の東京都特別区の

範囲内を対象に、都区制度下における河川管理体制

とその特異性、また普通河川の都から特別区への移

管の経緯並びに用語の語法に関して考察を試みた。 

 

2. 都区制度下における現行の河川管理体制 

 (1) 公有水面並びに法定河川の管理体系 

表表-1には、現行の東京都管内における普通河川を

含む公的水域の管理体系を示した。公有水面とは公

有水面埋立法（大正10(1921)年法律第57号）4)第1条

第1項に規定する「国所有又は地方公共団体が管理す

る公共の用に供する水流・水面」のことである。 

そのうちの法定河川とは、河川法（昭和39(1964)

年法律第167号）5)第4・5条に規定する一級・二級河

川のことである。この他に、同法第100条の規定に基

づき告示された河川が、二級河川の規定を準用する

準用河川に位置付けられる注2。 

東京都が管理（法定受託事務）する法定河川とし

ては、河川法第9条に基づく一級河川の指定区間と同

法第10条に定める二級河川である注2。また都区制度

のある東京都の特異性として、東京都が管理する法

定河川のうち、特別区の範囲内に存する法定河川に

ついては、特別区における東京都の事務処理の特例

に関する条例（平成11 (1999)年条例106号、令和2  

(2020)年改正条例88号）6)（以下、特例条例という）

第2条表78号の規定に基づき、下記の事務の一部（但

書を除く、イからヰ）を特別区に委任している。 
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